
アルコールは「少量」でも脳の機能を麻痺させます。飲酒時に

は、安全運転に必要な情報処理能力、注意力、判断力が低下して

いる状態になります。そのため、飲酒運転は交通事故に結びつく

危険性が高まるのです。

「夜遅くまで飲んでしまったけど、ひと眠りしたから大丈夫。」そん

な軽い気持ちで翌日早朝から運転してはいませんか？アルコールが抜け

る（分解される）には時間がかかります。

飲酒運転事故の発生は、「夜間」の発生が多いイメージがありますが、

朝の通勤時間帯である６～８時台にも多く発生しています。
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